
○岡田議長 次に、今城議員。

〔今城議員質問席へ〕

○今 城議 員 公 明党 の 今城雅 子で ござ います 。令 和７年 ３月 定例

会に 、米 子市避 難行 動 要支援 者対 策事 業の進 捗状 況につ いて 、ま

た命 を守 る避難 所基 準 の導入 につ いて 、帯状 疱疹 ワクチ ンの 定期

接種 につ いての 大要 ３ 点の質 問を させ ていた だき ます。 当局 の皆

様の前向きな答弁をお願いいたします。

ま ず１ 点目、 米子 市 避難行 動要 支援 者対策 事業 の進捗 状況 につ

いて です が、近 年の 様 々な災 害現 場で 依然と して 高齢者 や障 がい

者が 犠牲 となる こと が 多いこ とか ら、 各自治 体に おいて 、こ れら

の犠 牲を なくす こと を 目指し 、事 前の 準備と 迅速 な避難 支援 等を

行う こと が求め られ ま した。 その ため に本市 にお いても 米子 市避

難行 動要 支援者 対策 事 業で避 難に 際し て様々 な配 慮や事 前の 準備

が必 要な 方の避 難へ の 支援に つい てあ らかじ め備 える事 業を 行っ

てお りま す。ま ず、 こ の事業 の目 的に ついて 伺い たいと 思い ます。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 事業 の目 的で ござい ます 。この 事業 につ

きま して は、災 害時 の 高齢者 、障 がい 者の逃 げ遅 れを防 ぐこ とを

目的 とし てござ いま す 。国が 指針 を定 めてご ざい まして 、こ の指

針に 基づ きまし て、 地 域の特 性、 実情 を踏ま えな がら、 災害 が発

生す るお それが ある 場 合、誰 一人 見逃 さない とい う重要 な目 標を

達成するために取り組んでいるものでございます。以上です。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 平 成２ ５ 年の災 害対 策基 本法の 改正 により 、災 害時

に自 ら避 難する こと が 困難な 高齢 者や 障がい 者等 の避難 行動 要支



援者 につ いて避 難の た めの対 策を 各自 治体で 講じ ること とな りま

した。

では、本市におけるこの事業の推進体制について伺います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 推進 体制 でご ざいま すが 、地域 振興 課が

所管 課で ござい ます 。 また、 同時 に防 災安全 課、 長寿社 会課 、障

がい 者支 援課と 合同 で 事業を 行っ てご ざいま す。 このよ うに 、各

所属 が持 ってお りま す 専門分 野を 生か した役 割分 担を取 りな がら、

効率 的、 かつ迅 速に 事 業を執 行で きる ものと 考え てござ いま す。

以上であります。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 ４ 課合 同 でして いる とい うこと で、 専門性 を生 かし

てと いう ことは とて も よく理 解で きる ところ かな と思っ てお りま

す。 これ につい て、 本 市ホー ムペ ージ ではこ の事 業の取 組を 推進

し、 緊密 な連携 のた め に連絡 会議 を開 催する こと という ふう にな

って おり ますが 、こ の 連絡会 議の 目的 やその 内容 、開催 状況 につ

いて伺っておきたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 この 会議 につ いてで ござ います が、 当初

につ きま しては 、事 業 実施に 向け た準 備を行 うた めに開 催を いた

して おり ました 。現 在 は事業 の進 捗を 情報共 有す る場合 など 、開

催をしてございます。

開 催の 内容で ござ い ますが 、令 和４ 年度に つき まして は、 令和

３年 にお ける先 行事 業 、２地 区で あり ました けど 、その 課題 整理、

また 名簿 作成に 係り ま す条例 制定 の検 討など 行い ました 。ま た、



令和 ５年 度以降 につ き まして は、 先ほ ど申し 上げ ました とお り、

事業 進捗 につい て情 報 共有な ど行 って いると ころ であり ます 。以

上です。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 私 はこ の 避難行 動要 支援 者の避 難の 関係っ てい うと

ころ で、 令和４ 年３ 月 、また ９月 に、 避難行 動要 支援者 の避 難に

つい ての 質問、 また 名 簿作成 状況 や、 また情 報共 有につ いて 、情

報共 有を してい くっ て いうた めに は条 例をつ くっ ていか ない とい

けな いん じゃな いか な ってい う、 そう いう御 提案 も含め て質 問を

して まい りまし た。 そ れから ２年 以上 が経過 して るって いう こと

で、 現実 、今、 関係 の 会議と いう こと よりも 進捗 状況の 管理 とい

うよ うな ことに なっ て いると いう こと ですが 、こ の米子 市避 難行

動要 支援 者対策 事業 と して実 施し てい る具体 的な 事業内 容に つい

て伺っておきます。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 事業 の内 容で ござい ます が、主 に２ 点ご

ざい ます 。一つ が避 難 行動要 支援 者名 簿の整 理で ござい ます 。対

象要 件に 該当さ れる 方 の名簿 作成 をす るとと もに 、随時 更新 をい

たし てお ります 。も う １点が 個別 避難 計画の 作成 でござ いま す。

要支 援者 名簿の 掲載 者 で計画 作成 に同 意され た方 を対象 にい たし

まし て、 個別避 難計 画 を作成 をい たし てござ いま す。以 上で あり

ます。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 こ の事 業 、大き な事 業っ ていう こと で２つ の方 向性

があ るっ ていう こと で 、以前 も八 幡前 部長の とき にもこ のこ とに



つい てし っかり と議 論 をさせ てい ただ いて、 具体 的なお 話な んか

もさ せて いただ いて た んです けれ ども 、先ほ ども 申し上 げま した

が、 平成 ２５年 の災 害 対策基 本法 の改 正によ って 、災害 時に 自ら

避難 する ことが 困難 な 高齢者 、ま た障 がい者 等の 避難行 動要 支援

者に つい て避難 行動 要 支援者 名簿 をま ず作成 する ってい うこ と、

それ が市 町村の 義務 と された とい うこ とです ね。 これに つい て、

本市 でも 避難行 動要 支 援者名 簿に つい てを整 理し 、それ に基 づい

て要支援者への対策を推進するということになっておりますね。

そ こで 避難行 動要 支 援者名 簿の 整理 ですが 、当 初はも う何 年間

も実 はで きてい なか っ たって いう よう なこと もあ りまし たが 、今

の整理の状況について伺っておきたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 整理 の状 況で ござい ます が、こ の名 簿に

つき まし ては災 害発 生 に備え まし て既 に整理 は終 えたと ころ であ

りま す。 この名 簿に つ いて、 今、 市内 ２９地 区の 公民館 で管 理を

して ござ います 。ま た 、これ は条 例で ござい ます が、具 体的 に申

し上 げま す、避 難行 動 要支援 者名 簿及 び個別 避難 計画情 報の 提供

に関 する 条例、 この 規 定に基 づき まし て、協 定を 締結し た地 区、

１５ 地区 ござい ます 。 この１ ５地 区の 避難支 援団 体に情 報提 供し

なが ら、 災害発 生に も 備えて ると 、そ ういう 状況 でござ いま す。

以上であります。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 名 簿は も う既に 全て 出来 上がっ てい るって いう こと

で、 実際 、名簿 が出 来 上がっ て、 そこ からそ の次 の作成 支援 って

いう こと にはな って い くわけ です から 、前に 前に 前にと 進ん でい



って いる んだな って い うふう に思 うん ですが 、避 難行動 要支 援者

名簿 の整 理が完 了し て 、毎年 ２回 の更 新が行 われ ている との こと

です 。こ の数年 間で の 名簿対 象者 の整 理によ って 国が示 した 基準

による対象者が明確になってきたというふうに思います。

そ こで 本市の 避難 行 動要支 援者 名簿 に掲載 をさ れてい る人 数を

伺っておきたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 現在 の掲 載人 数は 2,９ ９ ５ 人 と な っ て ご

ざいます。以上です。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 人 数が 2,９ ９ ５ 人 、 実 際 、 こ の 2,９ ９ ５ 人 の 方 が 在

宅 で あ り 、 ま た 避 難 の ときに 特別 な支 援とか 事前 の行動 計画 をき

ちっ とつ くって おく べ き対象 です よっ ていう こと で名簿 化さ れて

いる って いうこ とな ん ですが 、災 害時 の避難 支援 等を実 効性 のあ

るも のと するた めに は 個別避 難計 画の 作成が 有効 という ふう にさ

れた こと から、 この 名 簿を基 にし て令 和３年 の災 害対策 基本 法の

改正 によ り避難 行動 要 支援者 を対 象に した個 別避 難計画 を作 成す

るっ てい うこと が市 町 村の努 力義 務と されま した 。こう いう 個別

避難 計画 の作成 は対 象 となる 方の 希望 者に対 して 作成す ると いう

ふう に、 先ほど 部長 も おっし ゃっ てく ださい まし た、対 象に する

って いう ふうに なっ て 、その 方に 対し て作成 する ってい うこ とと

なっ てい ます。 個別 避 難計画 作成 の対 象者の うち 個別避 難計 画の

作成 がも う既に 完了 し ている って いう 方がど れぐ らいい るの か、

人数を伺いたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。



○佐 々木 総合政 策部 長 段階 的に 避難 計画の 作成 をいた して ござ

いま して 、令和 ５年 度 末現在 、作 成者 数は累 計で １５０ 人と なっ

てご ざい ます。 希望 さ れる方 全て の方 で作成 済み でござ いま す。

以上であります。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 １ ５０ 人 で、令 和５ 年度 末、今 、６ 年度末 がま だ来

てま せん ので、 ６年 度 末、あ と、 ７年 度の末 まで この事 業、 ずっ

と続 けて いくっ てい う ことで 、段 階的 にって さっ きおっ しゃ った

のは そう いうふ うな 、 だんだ ん広 げて いくっ てい うこと なん だな

って いう ふうに 伺っ て いるん です けれ ども、 個別 避難計 画の 作成

は令 和７ 年度末 まで 行 うとい うこ とに なって いま すので 、現 在は

まだ途中ですっていうことだと思います。

そ れで は、個 別避 難 計画の 作成 につ いて、 実際 は誰が どの よう

にど んな 内容の 計画 を 行って いる のか 、その 流れ とか全 体的 、具

体的な内容について伺っときたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 内容 と流 れで ござい ます 。まず 、内 容と

いた しま しては 、今 、 個別避 難計 画の 作成、 市の 職員が 主体 的に

行っ てご ざいま す。 作 成希望 のご ざい ました 方か らのア セス メン

ト情 報、 これを 福祉 事 業所に 提供 依頼 するこ とで 、事業 の連 携を

図りながら取り組んでございます。

流 れに ついて は、 大 きく５ 段階 の流 れをく んで ござい ます 。最

初に 、対 象地区 で個 別 避難計 画の 作成 希望調 査を 実施を いた しま

す。 次に 、その 希望 調 査で希 望が あっ た方の アセ スメン ト情 報を

収集 いた しまし て、 個 別避難 計画 に反 映をい たし ます。 その 次に、



作成 希望 者のお 宅に 戸 別訪問 いた しま す。ア セス メント 情報 の確

認を 行い ます。 そし て 、避難 先を 検討 した上 で個 別避難 計画 に反

映を いた しまし て、 最 後に完 成し た個 別避難 計画 を作成 希望 者の

お宅 に手 渡しを 行う 、 このよ うな 流れ で進め てご ざいま す。 以上

です。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 こ こか ら が今回 質問 をし たいと いう ところ の大 きな

論点 とい うか、 にな る んです けれ ども 、私に とっ て。こ の個 別避

難計 画の 作成に 当た っ て、以 前、 委員 会でも 少し お話を 申し 上げ

まし たけ れども 、個 別 避難計 画を 担当 の方と 御本 人、そ して 御家

族な どと 、先ほ ど段 階 がある って いう ふうに 教え てくだ さっ たん

です が、 相談し なが ら 作成を して いて 、完成 した 計画書 を交 付さ

れた って いう、 そう い う御家 族か らの 御相談 があ りまし たと いう

こと で、 委員会 でも お 話しし まし た。 計画に は避 難が困 難だ った

ら救 急車 を呼ぶ んだ と いうふ うに 最終 的に書 いて あった と。 災害

時に 我が 家の対 象に な る方で すよ ね、 避難の ため だけに 救急 車を

呼ぶ って いうこ とは も う心が 許さ ない と、私 たち にはで きな いっ

てい うふ うに本 当は 思 ってた と、 実際 の避難 の際 にはこ の計 画ど

おり には できる と思 い ますか って 私に 聞かれ まし た。私 たち は避

難を 諦め るしか ない で すって いう ふう に、そ うい うふう に不 安を

語ら れて いまし た。 当 事者で ある 御家 族がこ れで は避難 でき ない

とい うふ うに不 安を 感 じてお られ る、 そうい う個 別避難 計画 作成

の現 状も あるん だ、 全 てでは ない です 、そう いう 方もい るっ てい

うこ とで す。そ うい う ことの 現状 につ いて本 市と してど のよ うに

認識をしているのか伺いたいと思います。



○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 個 別避 難 計画の 作成 に際 しまし ては 、作成 対象 者の

お宅 へ戸 別訪問 をい た しまし て、 家族 の生活 状況 ですと か避 難時

の配 慮点 など細 かい 事 項まで 聴取 する ことを 最重 要視し てい ると

こで ござ います 。そ の 上で、 計画 作成 に挑ん でお りまし て、 現在、

作成 しま した計 画は 対 象者が 避難 可能 な内容 であ るもの と認 識は

しております。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 私 もそ の 計画自 体は やっ ぱりき ちっ と対話 をし なが

らし てく ださっ てる っ ていう こと はよ く聞き まし た。何 度も 来て

いた だい たりと か内 容 を聞い てく ださ ったり とか しまし たっ てい

うふ うに はおっ しゃ っ てたん です ね。 だけど も、 個別避 難計 画は

災害 リス クが高 い区 域 に居住 する 方か ら優先 的に やって るっ てい

うこ とを 考える と、 何 のため にこ の個 別避難 計画 を作成 する のか

って いう 目的を 考え た ときに 、災 害で 高齢者 や障 がい者 の犠 牲を

抑え るた めだっ てい う ふうに 、事 前の 準備を 進め 、迅速 に避 難支

援等 が行 えるた めだ っ ていう こと を考 えると 、最 終的に は避 難が

困難 にな ったら 救急 車 呼んで くだ さい とかっ て言 われた だけ では

とて も不 安にな るっ て いうの も何 か分 からな いで はない かな って

いう 気持 ちもし ます 。 ただ、 さっ き市 長が言 って くださ った みた

いに 、き ちんと 実行 が できる って いう ものを しっ かりと 計画 に落

とし 込ん でくだ さっ て るって いう こと も、ま たこ れは事 実で 、そ

れが でき てない とか 、 そうい うこ とで はなく て、 じゃあ 、実 際、

どう いう ふうに 現実 的 にはで きる のか なって いう ことが 本当 は大

事な とこ ろにな って く るんじ ゃな いか なって いう ふうに 感じ てい



ます 。そ れぞれ に作 成 された 個別 避難 計画が 命を 守るた めの 実効

性の ある 内容と なっ て いるの かと いう この１ 点を しっか りと 把握

して 、そ れぞれ の計 画 の確認 作業 を実 施する とい うこと が必 要で

はな いか なとい うふ う に強く 感じ ます が、こ のこ とにつ いて 御所

見を伺いたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ の個 別 避難計 画で すけ れども 、本 人の生 活状 況で

すと か家 族や支 援者 が できる こと を基 本に作 成を してお りま して、

実効 性あ る内容 にな る よう努 めて いる ところ でご ざいま す。 一方

で、 計画 内容に 不安 を 覚える 家族 など がおら れる ことも 承知 をし

てお りま して、 不安 の 解消や 実効 性の さらな る向 上を目 指す ため

にも 計画 の点検 と併 せ まして 計画 内容 に沿っ た避 難訓練 を実 施す

ることなどが必要であると、そのように考えております。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 市 長に 理 解して いた だい て、寄 り添 ってい ただ ける

なっ てい うふう に思 い ます。 やは りこ の個別 避難 計画っ てい うも

のっ てい うのは その と きに一 緒に お話 ししな がら つくっ てい る、

実効 性の あるも の、 し てくだ さっ てい るけれ ども 、実際 、現 実に

避難 する 経験も 体験 も ない状 況の 中で 要支援 者を 抱える 御家 族に

とっ ては 不安に なる と いうこ と、 今、 市長が おっ しゃっ てく ださ

った とお り、容 易に 想 像がで きる とこ ろです ので 、ぜひ 実際 の避

難訓 練や 計画の 検証 に ついて も御 配慮 いただ きま すよう にお 願い

を申し上げたいと思います。

次 に、 避難行 動要 支 援者以 外の 個別 避難計 画の 考え方 につ いて

伺い たい と思う んで す が、私 が今 、危 惧して いる のは個 別避 難計



画を 希望 されな い御 家 庭や避 難行 動要 支援者 名簿 に記載 をさ れて

いな い、 掲載さ れて い ないと いう 方の 実際の 避難 は一体 どう なっ

てい るん だろう なっ て いうふ うに 思う とこで す。 市の事 業内 容に

は、 作成 要件に 該当 し ない方 で希 望さ れる方 も含 みます とい うふ

うに ある んです けど も 、実際 に個 別避 難計画 の作 成要件 に該 当し

ない って いう方 で希 望 者の計 画作 成は あるの かど うか、 伺っ てお

きたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 計画 の作 成例 ですが 、令 和５年 度実 施し

た対 象地 区にお きま し て、１ 件作 成の 実績が ござ います 。具 体的

には 障が いを有 する 御 家族が いら っし ゃいま した 。お一 人は 該当、

お一 人は 該当し ない と いうこ とで あっ たんで すが 、家族 から の強

い要 望、 また状 況を 勘 案をい たし まし て作成 をい たした とこ ろで

あり ます 。今後 につ き まして も、 作成 希望を いた だいた 際に は状

況や 必要 性に応 じて 随 時作成 をし てま いりた いと 考えて おり ます。

以上です。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 よ ろし く お願い しま す。 国が避 難行 動要支 援者 名簿

の該 当す る要件 って い います か、 それ をきち んと 決めら れた って

いう とこ ろには 一つ と ても前 進と いう か、だ なっ て一瞬 思っ て、

実際 、そ うなん だと 思 うんで すけ ど、 この基 準が 非常に 高い とこ

ろで 、言 ってみ れば 、 自分で は動 けな いとか 自分 で避難 する こと

は難 しい ってい うの を 基本に 考え てる ので、 自分 では動 ける とい

うよ うな 感じの 方っ て いうの はや っぱ り対象 にな らなか った って

いう のが 、これ はこ の 対象を 広げ ると 物すご くた くさん の人 にな



っち ゃう ので、 それ は 本当に 難し かっ たなと 思っ て、国 の基 準で

ある って いうこ とは も う十分 理解 ので きると ころ だなっ てい うふ

うに 思っ ている んで す が、で も、 避難 行動要 支援 者名簿 に掲 載さ

れて いな い方に つい て 今後、 どの よう に避難 の実 効性を 高め るの

かっ て、 避難を 諦め な いよう にす るに はどの よう な対策 が必 要と

なる のか 、今後 検討 が 必要に なる ので はない かっ ていう ふう に感

じますが、御所見を伺いたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 まず 、基 本的 な考え 方と いたし まし て、

要支 援者 に該当 しな い 方につ きま して は早い タイ ミング での 避難、

声か け、 比較的 軽微 な 支援に よっ て避 難が可 能で あると 考え てご

ざい ます 。一方 で、 本 事業と 併せ まし て地域 住民 の防災 意識 の向

上で すと か、あ るい は 共助精 神の 醸成 など図 るこ とも重 要で ある

とい うふ うに考 えて ご ざいま す。 引き 続き私 ども 行って おり ます

出前 講座 ですと か各 組 織の皆 様へ の訓 練指導 、さ らには 活動 相談

など を通 じまし て、 地 域防災 力の 向上 に努め てま いりた いと 考え

てございます。以上です。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 ぜ ひよ ろ しくお 願い しま す。我 が家 にも避 難行 動要

支援 者名 簿の掲 載対 象 外の家 族が おり まして 、日 常生活 にお いて

は自 宅付 近なら 一人 で 何とか 移動 はで きるん です が、誰 もい ない

とき に本 人一人 で避 難 、それ はで きな いだろ うな という ふう に思

って いる 状況で す。 ま た、御 近所 の皆 さんも ほと んどが 高齢 者だ

とい う状 況。こ のよ う な家庭 は市 内に はまだ まだ 多くあ るの では

ない かと いうふ うに 思 うにつ け、 避難 を諦め ない ように 地域 防災



力、 また 避難行 動に つ ながる よう な、 なお一 層の 啓発、 広報 、訓

練、 支援 をお願 いし て 、大要 ２点 目の 質問を させ ていた だき たい

と思います。

今 、残 念なが ら、 １ ００年 に一 度と 言われ るよ うな大 規模 災害

が同 地域 で１年 に何 度 も襲っ てく るよ うな時 代に 入って しま いま

した 。ま た、先 日来 の 岩手県 大船 渡市 のよう に、 最初は 小さ な野

焼き であ ったも のが 大 規模な 森林 火災 となる よう な、我 々は 日々、

いつ でも どこで も被 災 者にな り得 るリ スクが 現実 に迫っ てい るな

って いう ふうに 感じ ず にはお られ ませ ん。大 規模 災害時 など では

地域 の避 難所は あら ゆ る意味 で命 を守 り、次 への 復旧復 興を 支え

る拠 点と もなる 場所 で す。し かし 、一 昔前は 取り あえず 命を 守る

こと が第 一義。 その 避 難所の 環境 基準 なども 明確 ではな く、 床に

じか に座 ったり 、雑 魚 寝は当 然、 動く ことも 手足 を伸ば すこ とも

でき ない 。この よう な 避難後 の衛 生面 や環境 面の 配慮は ほと んど

検討 され てこな かっ た 。しか し、 今は これら につ いても 地域 防災

計画で明確化される時代となってまいりました。

そ こで 本市の 避難 所 の環境 整備 につ いて、 米子 市地域 防災 計画

ではどのような考え方で盛り込まれているのか伺います。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 避 難所環 境に 関し まして は、 国から 示さ れま

すガ イド ライン や鳥 取 県避難 所機 能・ 運営基 準で ありま すと か鳥

取県 避難 所運営 マニ ュ アル作 成指 針な ども参 考と しなが ら、 地域

防災 計画 に盛り 込ん で おると ころ でご ざいま す。 基本方 針と しま

して は、 安全性 や居 住 性の確 保、 生活 関連物 資の 配付な ど被 災者

の生 活環 境の整 備に 必 要な措 置を 講じ るよう 努め ておる とこ ろで



ございます。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 で は、 被 災者の 安心 ・安 全な生 活の 重要な 役割 とも

なる 避難 所の環 境整 備 につい て、 今、 様々措 置を 講じる こと が盛

り込 まれ ている って い うこと でし たが 、１人 当た りの避 難ス ペー

スの 面積 であっ たり 、 トイレ の数 量で あった りと か生活 用品 や飲

料、 食料 などの 様々 な 物資、 避難 所に 配備さ れる 資機材 等の 整備

につ いて どのよ うな 考 え方に 基づ いて 備蓄さ れて いるの か、 また

災害 時に 各避難 所へ の 資機材 の数 量や 配分、 分配 などに つい てど

のように行われるのかということを伺いたいと思います。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 御 質問あ りま した 例えば 避難 スペー スで ござ

いま すけ れども 、鳥 取 県避難 所機 能・ 運営基 準の 共有ス ペー スを

含み １名 当たり ６平 米 程度を 参考 とし て避難 収容 をする とき のス

ペー スを 検討を して お ります 。備 蓄に つきま して は、県 と県 内市

町村 で必 要数を 分散 し て保有 しま すい わゆる 連携 備蓄で 定め られ

た数 量の 確保と 適正 な 管理に 努め てお るとこ ろで ござい ます 。避

難所 への 備蓄物 資及 び 支援物 資の 配分 につき まし ては、 災害 の状

況等 に応 じまし て不 足 が生じ ない よう 適切な 配分 に留意 する こと

としております。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 連 携備 蓄 してい ただ いて おりま すし 、鳥取 県避 難所

機能 ・運 営基準 によ っ て決め られ てい るとい うお 話です 。こ れま

でも 会派 でも連 携備 蓄 の状況 につ いて 、現地 視察 もさせ てい ただ

いて きま した。 県で 決 めてい る、 本市 でも運 用す るとこ ろの 避難



所の 基準 につい て、 昨 今の避 難所 環境 におけ る状 況や先 進的 な環

境整 備に 取り組 む自 治 体への 行政 視察 などを させ ていた だき 、学

ぶに つけ 、私は 本市 に おいて も新 たな 考え方 や専 門家の 提言 を基

にし た、 時代に 即し た 基準を 検討 する 必要性 を感 じてな りま せん。

そ こで この基 準に 対 する一 つの 考え 方とし て、 ＴＫＢ の現 状に

つい て伺 いたい と思 い ます。 日本 トイ レ研究 所の 加藤篤 代表 理事

は災 害時 にも安 心で き るトイ レ環 境づ くりに 取り 組んで いる 専門

家で す。 加藤代 表理 事 をはじ め避 難所 ・避難 生活 学会の 医師 や専

門家 は日 本型の ＴＫ Ｂ を目指 す必 要が あるこ とを 提言と して 発表

されました。

そ こで このＴ ＫＢ と は何の こと を示 してい て、 本市と して どの

ように受け止めているのか伺いたいと思います。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 Ｔ ＫＢと は、 トイ レ、キ ッチ ン、ベ ッド の頭

文字 を取 ったも ので ご ざいま して 、避 難生活 にお けます 体調 悪化

を防 ぐた めに避 難所 の トイレ 環境 や食 事環境 、就 寝環境 を整 える

ことの重要性を端的に表すものと認識をしております。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 な ぜ避 難 所でＴ ＫＢ が重 要かと いう ことに つい て、

これ らが しっか り整 っ ていな いと 命を 落とす こと につな がる とい

うふ うに 言われ てお り ます。 相次 ぐ災 害関連 死を 防ぐた めの 提言

であ るこ のＴＫ Ｂ４ ８ という 概念 が今 、注目 を集 めてお ると ころ

なん です が、く しく も 今朝の 地元 紙に は、鳥 取県 で新年 度、 避難

所に 対す るＴＫ Ｂ２ ４ を作成 する とい うふう に書 かれて いま した。

ちょ っと びっく りし ま した。 ＴＫ Ｂ２ ４って いう 作戦、 ＴＫ Ｂ４



８っ てい うのは ４８ 時 間以内 にし っか りとプ ッシ ュ型で 整え てい

くっ てい うこと なん で すけど 、そ れが 鳥取県 にお いては ２４ 時間

で配 備を してい くっ て いう、 そう いう ことを 今回 、やっ てい くん

だと いう お話で した 、 ちょっ と本 当に 驚きま した が。こ れま での

避難 所の 常識を 変え る ことに なる ので はない かと 私は信 じて いま

す。 具体 的には 安心 で きるト イレ 、温 かい食 事、 ベッド をす ぐ届

けられるように最善を尽くすというものです。

で は、 本市に おけ る トイレ 、キ ッチ ン、ベ ッド の対策 、具 体的

にはどのような対応になってるのか伺いたいと思います。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 ま ず、ト イレ の環 境につ きま しては 、県 など

と連 携し た仮設 トイ レ の設置 を想 定を してお りま すけれ ども 、設

置ま でに 一定の 時間 を 要する こと から 、発災 直後 のトイ レ不 足を

補う ため 、簡易 トイ レ の備蓄 や多 数の 避難者 が見 込まれ る市 内７

か所 への マンホ ール ト イレの 整備 、市 民への トイ レに関 する 備蓄

の啓 発を 行って おる と ころで ござ いま す。食 事環 境につ きま して

は、 発災 直後は 備蓄 品 の拠出 等に より 食料確 保を 行うと とも に、

炊き 出し や県、 民間 と の連携 など を通 じて食 料供 給体制 の構 築を

図る こと として おり ま す。就 寝環 境に つきま して は、床 に直 接寝

るこ とを 防ぐた めの マ ットや 空間 確保 のため の間 仕切り のほ か要

配慮 者向 けを想 定し ま した簡 易ベ ッド やプラ イベ ートテ ント など

の整備を進めておるところでございます。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 本 市も 県 ととも にっ てい う基準 を設 けてっ てい うこ

とを 今伺 いまし たが 、 もう県 はＴ ＫＢ ２４を やる と言っ てい るわ



けで すね 。そう なる と 、それ に伴 って 米子市 もそ ういう 体制 をし

っか り取 るって いう こ とに今 度、 向か ってい かな いとい けな いっ

てい うふ うに私 は思 っ ている んで す。 このＴ ＫＢ の考え 方っ てい

うの は地 震大国 イタ リ アで地 震の 発生 から４ ８時 間以内 に快 適な

コン テナ 型トイ レ、 家 族ごと のテ ント 、ベッ ドが 供給さ れる とい

う、 イタ リアは そう い うふう にプ ッシ ュ型で ボラ ンティ アも 全部

そう いう ふうに やっ て いくっ てい うふ うにな って いるか ら、 それ

が一 番、 命を守 るた め に大事 なこ とだ ってい うふ うにな って 、今、

世界 レベ ル、日 本で も 昨年、 この ＴＫ Ｂに対 して のこと も発 言が

あっ たり とかし てい る わけで すね 。昨 年の能 登半 島地震 でも 地震

から ２週 間がた った 時 点で既 に１ ４人 が災害 関連 死の疑 いが あっ

たと いう ふうに 言わ れ ている と。 二次 避難も なか なか進 まな い状

況で あっ たとも 言わ れ 、能登 半島 の実 態は、 確か に特異 な地 理的

条件 も重 なった とい う ふうに も思 いま すが、 避難 をする 場所 とし

て現 状の 基準に つい て は一考 の余 地が あると の示 唆では ない かと

いう ふう に思い ます 。 先ほど の御 答弁 で、避 難所 の広さ につ いて

共有 スペ ースも 含め て １人６ 平米 が基 準であ ると いうふ うに 、現

状、 国も そのよ うに 、 県もそ のよ うに 言って いま したが 、し かし、

共有 スペ ースは 体育 館 等の広 い場 所で あるほ ど多 く必要 とな って、

結局 、実 際のパ ーソ ナ ルスペ ース につ いては 非常 に狭く なる とい

うこ とが 考えら れま す 。です から 、実 際のパ ーソ ナルス ペー スを

基準とするべきではないかというふうに私は思っています。

そ こで 昨今、 災害 地 にスフ ィア 基準 を用い るこ とが防 災や 避難

所環 境の 在り方 とし て クロー ズア ップ をされ てい ます。 防災 対策

にお ける このス フィ ア 基準に つい て、 その概 要と 本市の 認識 を伺



います。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 ス フィア 基準 は、 １９９ ７年 に国際 赤十 字な

どが 作成 しまし た紛 争 や災害 の際 の避 難所に おけ る給水 や衛 生、

食料 の確 保など につ い て最低 限の 基準 を定め たも のと認 識を して

おり ます 。内閣 府の 避 難所運 営等 避難 生活支 援の ための ガイ ドラ

イン に記 載され るな ど 、今後 の避 難所 環境の 確保 におい て参 考と

なるものであると認識をしております。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 本 日の 新 聞の中 にも 、昨 年１２ 月に は被災 者支 援の

最低 基準 として 定め た 国際基 準、 スフ ィア基 準に 基づい て面 積で

あっ たり とかト イレ の 数とか って いう のを運 営指 針を改 定す るっ

てい うふ うに、 鳥取 県 がする って いう ふうに なっ ている とい うふ

うに 言わ れてい ます ね 。とい うこ とを 考える と、 やはり この スフ

ィア 基準 につい ての こ とをし っか り盛 り込ん でい くって いう こと

が大 事か なとい うふ う に思っ てい ます 。一昨 年、 私は本 市の 主催

する 防災 スクー ル１ 期 生とし て研 修を 受けて 、そ の最後 の発 表の

とき の私 の研究 課題 、 テーマ は「 災害 時のト イレ 対策に つい て」

でし た。 多分、 議会 で 災害時 のト イレ のこと をず っと言 って きた

ので 、そ こにつ いて し っかり 勉強 しな さいっ てい うこと で与 えて

くだ さっ た課題 かな と 思って るん です けど。 この スフィ ア基 準に

基づ いて 様々学 ぶ中 で 、避難 所の トイ レの設 置基 準は２ ０人 に１

基、 その 男女比 は男 性 １、女 性３ 、避 難所の １人 当たり のス ペー

スは パー ソナル スペ ー スとし て最 低 3.５ 平 方 メ ー ト ル 確 保 す る こ

と っ て い う ふ う にあ る と、こ うい うよ うなこ とを 学んで 、発 表し



まし た。 これは 約４ ０ ０ペー ジ以 上に も及ぶ ハン ドブッ クの 中の

ごく ごく ごく一 部分 だ という こと も学 びまし た。 昨年の 能登 半島

地震 、ま たこれ まで の 各地で の大 規模 災害等 を受 けて、 国に おい

ても 命を 守るこ のス フ ィア基 準に つい て、避 難所 の質の 向上 を目

的に 検討 を始め 、発 災 後４８ 時間 以内 にこの 基準 を満た す、 もう

鳥取 県は ２４時 間以 内 に目指 すと いう ふうに 作戦 を立て てお られ

るん です けれど も、 こ の体制 の構 築を 目指し 始め ていま す。 本市

にお いて もこれ まで の 避難所 にお ける 各種の 資機 材の配 備、 設置

の基 準を 見直し て、 計 画的に この スフ ィア基 準に 近づけ れる よう

に命 を守 る基準 とし て の導入 の検 討を 始める べき だとい うふ うに

感じますが、御所見を伺います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ のス フ ィア基 準に つい てです けど 、これ まで です

が、 避難 所にお ける 環 境整備 に関 しま しては 、各 種ガイ ドラ イン

です とか 実例な ども 参 考にし なが ら、 県など と連 携をし て取 り組

んで きた ところ でご ざ いまし た。 議員 おっし ゃる とおり 、こ のス

フィ ア基 準とい うの が 今後、 国の 防災 計画な どに どのよ うな 形で

反映 され るかを 我々 と しても 注視 をし ている とこ ろでご ざい ます。

これ 、石 破総理 大臣 が 就任を され てか らやは り避 難所の 環境 をも

っと もっ とよく しな け ればい けな いと いう趣 旨の 御発言 をし てい

らっ しゃ いまし て、 具 体的に 例え ば小 中学校 の体 育館の 冷暖 房に

つい ても しっか りと 導 入して いこ うと いうよ うな ことも 言わ れて、

補助 金制 度の見 直し な ども一 部始 まっ たとこ ろで ござい ます が、

まだ まだ 我々か らす る とその 辺の 国の 補助と いう のは十 分で ない

点も ござ います 。こ の スフィ ア基 準に 近づけ てい くとい うこ とは、



ある いは それに 足し て いくと いう こと は本市 とし ても大 変重 要な

テー マ、 課題で ある と いうふ うに 認識 をして おり ますが 、そ の辺

を具 体的 にどの よう な ステッ プを 踏み ながら やっ ていく のか 、災

害時 にス フィア 基準 が 目指す 状況 にあ った適 切な 支援、 これ が行

える よう 、引き 続き 災 害への 備え に取 り組ん でま いりた いと 、そ

のように考えております。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 ぜ ひよ ろ しくお 願い しま す。今 、市 長がお っし ゃっ

てく ださ ったよ うに 、 どうい うふ うに 備えて いく のか、 どう いう

ふう にっ ていう か、 ま だちょ っと 明確 でない って いうこ とも 実は

ある とい うふう に思 い ますの で、 そこ ら辺も 検討 しなが ら、 私は

この 米子 市地域 防災 計 画にこ のよ うな 基準を しっ かり反 映さ せた

内容 とな るよう に改 定 をして いた だき たいと いう ふうに 強く 要望

しておきたいと思います。

次 に、 ３点目 です が 、帯状 疱疹 ワク チン接 種に ついて 伺い たい

と思います。

令 和４ 年には 矢田 貝 議員が 、令 和５ 年と、 また 昨年、 私が 公費

助成 につ いて質 問し 、 提案を して まい りまし た。 厚生労 働省 は、

昨年 １２ 月１８ 日、 帯 状疱疹 ワク チン 接種に つい て、令 和７ 年４

月１ 日か ら６５ 歳を 対 象に接 種費 用の 一部を 公費 とする とい う定

期接 種と する決 定を 行 いまし た、 ただ し、ま だ７ 年度予 算が 通っ

てい ませ んので 、こ れ は７年 度予 算が 通ると いう ことを 前提 にで

はあ るの でしょ うが 。 本市で の接 種体 制の検 討状 況につ いて は２

月の 閉会 中委員 会に お いて報 告を いた だきま した 。今議 会に 令和

７年 度予 算、当 初予 算 として この 事業 の予算 が計 上もさ れて おり



ます 。こ れまで 多く の 市民の 方か ら御 要望い ただ いてき たこ の帯

状疱 疹ワ クチン 接種 の 定期接 種化 です 。この タイ ミング で市 民の

皆さ んに 御承知 いた だ けるよ うに 、重 ねてに はな ります が、 質問

をさ せて いただ きた い と思い ます 。ま ず、帯 状疱 疹ワク チン の定

期接 種の 概要に つい て 伺いま す。 また 、本市 の接 種体制 につ いて、

現在決まっている計画内容を伺いたいと思います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 帯状疱 疹ワ クチ ン接種 の定 期接種 の概 要及

び接 種体 制につ いて で ござい ます 。帯 状疱疹 ワク チン接 種は 、帯

状疱 疹の 発症予 防、 重 症化予 防を 目的 としま して 、令和 ７年 ４月

１日 から 定期接 種と す ること が国 の審 査会で 了承 された とこ ろで

ござ いま す。対 象者 は ６５歳 の方 、６ ０歳以 上６ ５歳未 満の 方で

ヒト 免疫 不全ウ イル ス による 免疫 の機 能の障 がい を有す る方 とし

て厚 生労 働省令 で定 め る方で ござ いま す。た だし 、６５ 歳を 超え

る方 につ きまし ては 、 ５年間 の経 過措 置とし て７ ０歳か ら１ ００

歳ま での ５歳年 齢ご と の方、 令和 ７年 度のみ １０ ０歳以 上の 全て

の方 も対 象とな ると さ れたと ころ でご ざいま す。 使用す るワ クチ

ンは 乾燥 弱毒生 水痘 ワ クチン 、乾 燥組 換え帯 状疱 疹ワク チン の２

種類 でご ざいま す。 本 市の接 種体 制に つきま して は、令 和７ 年４

月１ 日か ら定期 接種 を 開始す るこ とと いたし まし て、令 和７ 年度

の対 象者 約 9,５ ０ ０ 人 の 方 に 対 し ま し て 令 和 ７ 年 ３月２ ４日 に接

種券 を発 送する 予定 と してお りま す。 接種は 市内 の医療 機関 での

個別 接種 といた しま し て、接 種者 の自 己負担 金は 課税世 帯は 接種

費用 の５ 割、非 課税 世 帯は接 種費 用の ２割、 生活 保護世 帯は 無料

とす るこ ととい たし ま して、 今議 会に 令和７ 年度 当初予 算案 で計



上させていただいているところでございます。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 分 かり ま した。 乾燥 弱毒 生水痘 ワク チン、 いわ ゆる

生ワ クチ ンって いう ふ うに言 われ てい るワク チン の種類 と、 それ

から 乾燥 組換え 帯状 疱 疹ワク チン 、こ れ不活 化ワ クチン とい うふ

うに 一般 的に言 われ て いるワ クチ ンな んです けど 、この ２種 類が

ある とい うこと なん で すが、 それ ぞれ のワク チン の種類 につ いて、

どの よう な特徴 があ り 、どの よう な違 いがあ るの かを伺 いた いと

思い ます 。また 、そ れ ぞれの ワク チン をどの よう に選択 する のか、

その考え方について伺いたいと思います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 ワクチ ンの 特徴 や違い 、ワ クチン の接 種方

法に つい てでご ざい ま す。生 ワク チン は１回 の皮 下注射 、組 換え

ワク チン は２回 の筋 肉 内注射 が必 要で ござい ます 。主な 副反 応と

しま して は、生 ワク チ ンでは 赤み 、か ゆみで ござ います 。組 換え

ワク チン では接 種部 位 の痛み と、 それ ぞれ違 いが あるこ とや 効果

の持 続年 数が異 なり ま すので 、医 療機 関等と 相談 をして いた だき、

いずれか一方を選択して接種することとなります。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 使 用す る ワクチ ンが ２種 類ある とい うこと 、先 ほど

の御 答弁 でそれ ぞれ の 自己負 担額 は世 帯によ って 接種費 用の ５割

から無料ということになるということです。

そ れで は、そ れぞ れ のワク チン の接 種費用 その ものっ てい うの

は幾らになる予定なのかを伺いたいと思います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。



○塚 田福 祉保健 部長 ワクチ ンの 接種 費用で ござ います が、 生ワ

クチ ンの 接種費 用は 8,６ ９ ０ 円 、 組 換 え ワ ク チ ン の 接 種 費 用 は１

回当たりを２万 1,８９０円とする予定でございます。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 生 ワク チ ンとい わゆ る不 活化ワ クチ ン、回 数も 費用

も大 きく 違いが ある と いうこ とが 分か りまし た。 不活化 ワク チン

の場 合は １回２ 万 1,８ ９ ０ 円 な ん で す が 、 ２ 回 接 種 し な いと いけ

ない ので 、費用 とし て は４万 3,７ ８ ０ 円 で す か ね 、 こ れ が か か っ

て し まう という こと に なりま すね 。そ こで実 際に 支払う 場合 の医

療機 関の 窓口で の自 己 負担額 の支 払い 方法に つい てはど のよ うに

なってるのか伺いたいと思います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 自己負 担額 の支 払い方 法に ついて でご ざい

ます が、 対象者 の方 に 送付い たし ます 接種券 には それぞ れの ワク

チン の自 己負担 額が 記 載され てお りま すので 、接 種した ワク チン

に応 じて 医療機 関で 接 種券を 確認 し、 お支払 いい ただく こと にな

ります。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 そ うで す ね、そ の場 で金 額が分 かる ってい うこ とな

ので 、ど のよう なワ ク チンを 使う のか ってい うこ とを医 療機 関と

御相 談を した上 で、 自 分の支 払う 額が ってい うの が負担 額の 割合

も含 めて 分かる って い うこと だと いう ことを 今、 教えて いた だき

ました。

そ れで 、帯状 疱疹 ワ クチン の定 期接 種化の 周知 の方法 って いう

のも 、こ れまた 大事 じ ゃない かな と思 います 。先 ほど３ 月２ ４日



に対 象の 方には お知 ら せをい ただ ける ってこ とな んです けど も、

この 定期 接種の 概要 と 接種体 制な ど、 対象者 及び 対象者 数が 分か

りま した ので、 そこ で 接種券 が届 くこ とでの 周知 はもと より 、対

象と なっ た方に 帯状 疱 疹とい う疾 病を 正しく 認識 してい ただ くこ

と、 それ とワク チン の 有用性 をし っか りと広 報す るって いう こと

が、 これ も重要 と私 は 感じま す。 どの ように 周知 と広報 を行 うの

か伺いたいと思います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 周知方 法に つい てでご ざい ますが 、接 種券

を個 別通 知する 際に 御 案内や 説明 書を 同封い たし まして 、帯 状疱

疹が 発症 する仕 組み や 合併症 、ワ クチ ンの有 用性 、接種 に当 たっ

ての 注意 点など を周 知 するこ とと して おりま す。 また、 市報 やホ

ームページでも同様に周知してまいりたいと考えております。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 よ ろし く お願い しま す。 重症化 によ って生 活の 水準

が非 常に 悪くな るっ て いうこ とも 、こ れは言 われ ている 病気 です

ので 、し っかり と正 し い広報 をお 願い したい なと いうふ うに 思い

ます。

い よい よ帯状 疱疹 ワ クチン の定 期接 種が開 始さ れると いう こと

で、 非常 に期待 する と ころで す。 しか し、先 ほど 教えて いた だき

まし たと おり、 ６５ 歳 以上の 希望 者が 全員、 定期 接種を 終え るに

はこ れか ら５年 間が 必 要であ ると いう こと、 来年 度、７ 年度 に対

象と なら ない人 は最 長 ４年間 待た ない といけ ない という 、そ うい

うこ とに もなる んで す 。その 間に 疾病 によっ てワ クチン 接種 が必

要と なっ たとい う場 合 は対象 年齢 でな い方の 自己 負担額 、ど のよ



うになるのかを伺っておきたいと思います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 ワクチ ン接 種の 対象年 齢で ない方 の自 己負

担額 につ いてで ござ い ますが 、定 期接 種の対 象年 齢でな い方 の接

種に つき まして は、 任 意接種 とな りま すので 、全 額自己 負担 での

接種となります。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 そ うな ん ですね 。定 期接 種化に なっ たとし ても 、向

こう ５年 間で１ 回受 け るって いう こと が分か って いるん だけ ども、

その 間に 受けな けれ ば ならな いと いう 状況に なっ たとす れば 、そ

れは 任意 接種な ので 全 額自己 負担 とい うこと なん だとい うこ と、

これ まで のとお り、 任 意接種 とな ると いうこ とを 併せて 周知 が必

要だと思いますが、御所見を伺います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 周知に つい てで ござい ます が、帯 状疱 疹ワ

クチ ンの 定期接 種は 対 象年齢 が決 めら れてお りま すので 、そ のほ

かの 年齢 で接種 され る 場合は 任意 接種 になる こと なども 市報 やホ

ーム ペー ジで市 民の 皆 様に分 かり やす く周知 する ことと して おり

ます。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 そ こで 御 提案と いう か、 いつも 申し 上げて いる こと

でも ある んです が、 定 期接種 化を され たとし ても 対象年 齢に なる

まで は定 期接種 にな ら ない任 意接 種な んだ、 この 間に疾 病等 で帯

状疱 疹ワ クチン の接 種 が必要 とな った という 方は 間違い なく おら

れる と思 います 。こ の ような 方の 命を 守るた めに 、必要 とし てい



る方 へは 医師の 証明 書 等を基 に本 市独 自でワ クチ ン接種 費用 助成

を実 施し てもい いの で はない かと いう ふうに 私は 考えま すが 、御

所見を伺いたいと思います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市独 自の 接種 費の助 成に ついて でご ざい

ます が、 現在、 本市 で 公費助 成を 行っ ている ワク チンは 予防 接種

法で 定め られた 定期 接 種のみ でご ざい ます。 定期 接種対 象者 以外

の費用助成は考えていないところでございます。

○岡田議長 今城議員。

○今 城議 員 毎 回、 そ ういう お話 で、 定期接 種で あるっ てい うこ

とが もう 決まっ たわ け なので 、そ れは 年齢と きち っと決 めら れた

規則 に基 づいて やる っ ていう こと 、こ れもま た公 平性が ある こと

だと は私 も思っ てい ま す。で すが 、こ の帯状 疱疹 ワクチ ンの 定期

接種 化を 待ち望 んで い たって いう こと の期待 が高 まって いる わけ

です ね。 一方で 、新 型 コロナ ウイ ルス の感染 症ワ クチン 接種 のと

きに も見 られた とお り の計画 どお りワ クチン が供 給され るの かっ

てい うこ とも、 定期 接 種にな ると こう いうこ とも 実は心 配も あり

ますので、継続的な状況把握もお願いしたいと思います。

ま た、 私はこ の帯 状 疱疹ワ クチ ンの 接種に つい てこれ まで 何度

も何 度も 質問を して 、 御提案 をし てき たわけ なん ですが 、自 己免

疫の 疾病 とかで 命を 守 るため にど うし ても必 要と なって 、こ のワ

クチ ンを 任意接 種さ れ た方か らの 御相 談、自 己免 疫疾患 とい う疾

病の 特性 から安 価な 生 ワクチ ンは 使用 できな い、 高価な 不活 化ワ

クチ ンを 接種す るこ と になっ た、 自分 は命を 守る ために 費用 を工

面し て接 種した けれ ど も、こ うい う場 合、低 所得 の方や 年金 暮ら



しの 高齢 者は助 成制 度 がない と任 意接 種がで きな いよっ てい うふ

うに 言わ れまし た。 米 子市で 任意 接種 の助成 、お 願いと いう ふう

に言 われ てきま した が 、私も この こと につい ては 何度も 何度 もお

願い をし てきて いま す 。任意 接種 です ので、 向こ う５年 間、 時限

的に 実施 をする こと は できな いか なと いうふ うに 強く要 望し とき

たい と思 います 。命 を 守る施 策は 防災 だけで はな いと私 は思 いま

す。 フレ イル対 策も 重 要です が、 誰も がずっ と元 気で健 康に 暮ら

せる まち 米子を 実現 す るため に目 の前 の疾病 対策 につい ても 同様

に取 り組 んでい ただ き たいな とい うこ とを申 し上 げて、 私の 質問

を終わりたいと思います。


